
お申し込みはこちらから
▶https://va.apollon.nta.co.jp/dorinken22

主 催：公益財団法人動物臨床医学研究所・動物臨床医学会

参加登録

小動物臨床血液研究会・小動物臨床栄養学研究会・動物のいたみ研究会

共 催：日本獣医腎泌尿器学会・日本獣医動物行動研究会・一般社団法人日本動物看護職協会

後 援：公益社団法人日本獣医学会，公益社団法人日本獣医師会，公益社団法人大阪府獣医師会，
公益社団法人大阪市獣医師会，公益社団法人鳥取県獣医師会

３年ぶりに対面開催致します

コロナ禍の中、限られた時間で、限られた会場数での開催となりますが、オンラインでは伝
わらない魅力を最大限に活かせる場となるようにと願い、関係者一同取り組んでおります。
是非、大阪にお越し下さい。先生のご参加をお待ちしております。

https://dourinken.com/taikai.htm
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11月19日(土)

会 場 11:00～12:00 12:15～13:15

10
Ｆ

総合受付・クローク(10:30～18:00)

1001～
1003

第1会場
1004

ステップアップセミナー
【神経分科会】

長谷川裕基 ★

ランチョンセミナー 1-1
【セバ・ジャパン㈱】

浅野目やよい

第2会場
1005

アドバンスセミナー
【腎泌尿器分科会】

代田欣二 ★

ランチョンセミナー 1-2
【小動物臨床栄養学研究会】

五十嵐寛高

第3会場
1006

アドバンスセミナー
【生殖器・繁殖分科会】

津曲茂久 ★

ランチョンセミナー 1-3
【㈱スケアクロウ】

森田優基・大川博・稲川裕之

第4会場
1007

ベーシックセミナー
【歯科分科会】

網本昭輝 ★

ランチョンセミナー 1-4
【ライオン商事㈱】

藤田桂一

第5会場
1008

ステップアップセミナー
【運動器分科会】

天野まど香 ★

理事・評議員会／総会

第6会場
1009

ベーシックセミナー
【行動学分科会】

鵜海敦士 ★

ランチョンセミナー 1-5
【キヤノンメドテックサプライ㈱】

新坊弦也

12
F

第7会場
1202

動物病院スタッフ
セミナー

11月20日(日)

会 場 9:00～10:00 10:15～11:15
休
憩

11:45～12:45

10
Ｆ

総合受付・クローク(8:30～17:00)

1001～
1003

企業展示（9:00～17:00）

第1会場
1004

小動物臨床栄養学研究会
シンポジウム

五十嵐寛高、大森啓太郎 ★★

ランチョンセミナー 2-1
【㈱ミネルヴァコーポレーション】

近藤悦子

第2会場
1005

ステップアップセミナー
【腫瘍分科会】

金 尚昊 ★
一般口演

ランチョンセミナー 2-2
【ペットライン㈱】

鳥巣至道

第3会場
1006

アドバンスセミナー
【皮膚分科会】

永田雅彦 ★
症例検討

ランチョンセミナー 2-3
【日本全薬工業㈱】

横井愼一

第4会場
1007

アドバンスセミナー
【エキゾチックペット分科会】

三輪恭嗣 ★
症例検討

ランチョンセミナー 2-4
【動物のいたみ研究会】

枝村一弥

第5会場
1008

アドバンスセミナー
【眼科分科会】

滝山直昭 ★

アドバンスセミナー
【眼科分科会】

前原誠也 ★

ランチョンセミナー 2-5
【明治アニマルヘルス㈱】

田村 純

第6会場
1009

小動物臨床血液研究会

パネルディスカッション
【血液・免疫分科会】

井手香織、辻本 元、諏訪晃久 ★★

動物臨床医学会
企画実行委員会
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F

第7会場
1202

動物病院スタッフ
セミナー

動物病院スタッフ
セミナー
大石太郎

★獣医総合臨床認定医ポイント対象プログラム
2

新型コロナウイルス
感染拡大防止への御協力を
お願いします。

当学会は、大阪府及び会場の新
型コロナウイルス感染症拡大防止
対策ガイドラインに従い、開催致
します。
状況次第では、変更が生じる可

能性もあります。その際は、ご了
承下さいますよう何卒宜しくお願
い申し上げます。



11月19日(土)

休
憩

13:45～14:45 15:00～16:00
休
憩

16:30～17:30 17:45～18:45

総合受付・クローク(10:30～18:00)

企業展示（13:00～18:00）

特別セミナー①
【富士フイルムヘルスケア㈱】

鈴木亮平
一般口演

ベーシックセミナー
【感染症分科会】

水谷哲也 ★

一般口演

ステップアップセミナー
【皮膚分科会】

村山信雄 ★

症例検討
アドバンスセミナー

【呼吸器・耳科分科会】

杉村 肇・田中樹竹★

症例検討

特別セミナー②
【ゾエティス・ジャパン㈱】

西村亮平

症例検討

小動物臨床血液研究会

ステップアップセミナー
【血液・免疫分科会】

森下啓太郎 ★

症例検討

ステップアップセミナー
【画像診断分科会】

坂大智洋 ★

症例検討
ベーシックセミナー
【内分泌分科会】

西飯直仁 ★

症例検討

パネルディスカッション
【循環器分科会】

福島隆治、岩永孝治、中村健介 ★★

パネルディスカッション
【運動器分科会】

本阿彌宗紀、戸次辰郎、森 淳和 ★★

ベーシックセミナー
【消化器分科会】

大野耕一 ★

症例検討
ベーシックセミナー
【腫瘍分科会】

藤田 淳 ★

症例検討

動物病院スタッフ
セミナー
宇根有美

動物病院スタッフ
口頭発表

動物病院スタッフ
セミナー
北中 卓

動物病院スタッフ
セミナー
長澤さおり

11月20日(日)

13:00～14:00 14:15～15:15
休
憩

15:45～16:45 17:00～18:00

総合受付・クローク(8:30～17:00)

企業展示（9:00～17:00）

動物のいたみ研究会
シンポジウム

瀬戸口明日香、廉澤 剛、西村亮平 ★★

症例検討
アドバンスセミナー
【神経分科会】

神志那弘明 ★

一般口演
特別セミナー③

【住友ファーマアニマルヘルス㈱】

堀 泰智

特別セミナー⑤
【ニプロ㈱】

佐野忠士

ステップアップセミナー
【呼吸器・耳科分科会】

髙島一昭 ★

症例検討 症例検討 症例検討
アドバンスセミナー
【消化器分科会】

坂井 学 ★

症例検討
特別セミナー④
【大扇産業㈱】

岩崎利郎

特別セミナー⑥
【㈱ワールドエクイップス】

入交眞巳

アドバンスセミナー
【歯科分科会】

酒井洋樹 ★

症例検討 症例検討 症例検討
ステップアップセミナー
【腎泌尿器分科会】

佐藤佳苗 ★

特別講演

林 良博

パネルディスカッション
【内分泌分科会】

松木直章、安部勝裕 ★★

動物病院スタッフ
セミナー

動物病院スタッフ
セミナー
手島健次

動物病院スタッフ
口頭発表

動物病院スタッフ
セミナー

19
日
㈯

18
時
30
分
よ
り

歓
迎
交
流
会
開
催
予
定
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（敬称略）



神経分科会

プログラム内容
タイトル、内容は変更になることがあります （敬称略）

特別講演 コロナ禍の動物医療に対する光と影
林 良博 （元東京大学副学長、東京大学名誉教授、国立科学博物館前館長）

20日(日)13:00-14:00 

■ステップアップセミナー 19日(土) 11:00-12:00
脳波検査の実際 長谷川裕基（KyotoAR 獣医神経病センター

（京都動物高度医療センター）)

■アドバンスセミナー 20日(日) 17:00-18:00
椎体固定法の最近の進歩について 神志那弘明（KyotoAR 獣医神経病センター

（京都動物高度医療センター）)

呼吸器・耳科分科会

■アドバンスセミナー＜耳科＞ 19日(土) 16:30-17:30
ここまでできるの!? 必見、画像と動画で紹介、耳科のビデオオトスコープ、手術の最先端

杉村 肇（どうぶつ耳科専門クリニック主の枝）
田中 樹竹（あや動物病院）

■ステップアップセミナー＜呼吸器＞ 20日(日) 17:00-18:00
肺葉切除の基礎 髙島 一昭（(公財)動物臨床医学研究所）

循環器分科会

■パネルディスカッション 19日(土) 13:45-16:00
ACVIMガイドラインから治療法を考える

1. 肺高血圧症 福島 隆治（東京農工大学）
2. 猫の心筋症 岩永 孝治（東京動物心臓病センター)
3. 犬のMMVD 中村 健介（北海道大学）

腎泌尿器分科会 〔共催：日本獣医腎泌尿器学会〕

■アドバンスセミナー 19日(土) 11:00-12:00
（兼：日本獣医腎泌尿器学会認定プログラム）

糸球体疾患・アミロイドーシス 代田 欣二（麻布大学）

■ステップアップセミナー 20日(日) 17:00-18:00
（兼：日本獣医腎泌尿器学会認定プログラム）

骨ミネラル代謝異常 佐藤 佳苗（松原動物病院）

生殖器・繁殖分科会

■アドバンスセミナー 19日(土) 11:00-12:00
犬の人工授精の現状～繁殖検診の勧め～ 津曲 茂久（元日本大学）

運動器分科会

■ステップアップセミナー 19日(土) 11:00-12:00
その跛行、本当にパテラのせいですか？－自信をもって手術を行うための後肢跛行診断－

天野まど香（東京大学）

■パネルディスカッション 19日(土) 16:30-18:45
トイ犬種のパテラ、自信をもって手術するために－外科医間でのそれぞれの手技の考え方と実際－

本阿彌宗紀（東京大学）
戸次 辰郎（ネオベッツＶＲセンター）
森 淳和（ONEどうぶつ整形外科センター東京）

■症例検討会
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歯科分科会

■ベーシックセミナー（協賛：ライオン商事㈱） 19日(土) 11:00-12:00
動物病院で行える歯科矯正治療の基本 網本 昭輝（アミカペットクリニック）

■アドバンスセミナー 20日(日) 17:00-18:00
病理診断医からみた口腔・歯科診断 酒井 洋樹（岐阜大学）

眼科分科会

■アドバンスセミナー（協賛：千寿製薬㈱／㈱メニワン）
視覚異常を呈する症例に対する検査と診断の進め方 20日(日) 9:00-10:00

滝山 直昭（獣医眼科クリニック名古屋）

視覚異常を呈する症例に対する検査と診断の進め方 20日(日) 10:15-11:15
(後頭部・頭蓋内の疾患） 前原 誠也（ひかり町動物眼科）

皮膚分科会

■ステップアップセミナー（協賛：エランコジャパン㈱） 19日(土) 13:45-14:45
犬のアトピー性皮膚炎治療におけるプレドニゾロン、シクロスポリン、
オクラシチニブ、ロキベトマブ、の適応症例の見分け方 村山 信雄（犬と猫の皮膚科）

■アドバンスセミナー 20日(日) 9:00-10:00
耳介に皮膚炎や脱毛を呈する犬の皮膚炎、鑑別出来ていますか？ 永田 雅彦（ASC）

内分泌分科会

■ベーシックセミナー 19日(土) 16:30-17:30
稟告と外貌でわかる内分泌疾患～検査の前に押さえておくべきこと～

西飯 直仁（岐阜大学）

■パネルディスカッション 20日(日) 14:15-16:30
ベストタイミングはいつ？糖尿病性白内障の手術と管理

1. 内科医の立場から 症例紹介 松木 直章（まつき動物病院）
2. 獣医眼科医の立場から 安部 勝裕（安部動物病院)
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消化器分科会

■ベーシックセミナー 19日(土) 13:45-14:45
消化器疾患の検査：糞便・血液検査の常識・非常識 大野 耕一（動物医療センターPeco）

■アドバンスセミナー 20日(日) 17:00-18:00
門脈圧亢進症と肝臓病の関係 坂井 学（日本大学）

血液・免疫分科会 ＜小動物臨床血液研究会＞

■ステップアップセミナー 19日(土) 16:30-17:30
PIMAって何？ IMHA,NRIMA, PRCAとまとめて整理してみましょう

森下啓太郎（北海道大学）

■パネルディスカッション 20日(日) 9:00-11:15
リンパ腫における腫瘍随伴症候群の病態と対策

1. 高Ca血症／高グロブリン血症 井手 香織（東京農工大学）
2. 血栓症／DIC 辻本 元（日本動物高度医療センター 東京病院）
3. 血球貪食症候群(HPS) 諏訪 晃久（すわ動物病院）

腫瘍分科会

■ベーシックセミナー 19日(土) 16:30-17:30
猫の乳腺腫瘍の診断と治療 藤田 淳（(公財)日本小動物医療センター）

■ステップアップセミナー 20日(日) 9:00-10:00
診断に苦慮する脾臓以外の血管肉腫（生検以外の診断法を含め） 金 尚 昊（北海道大学）



エキゾチックペット分科会

■アドバンスセミナー 20日(日) 9:00-10:00
ウサギの耳疾患～外科を中心として 三輪 恭嗣（日本エキゾチック動物医療センター）

行動学分科会〔共催：日本獣医動物行動研究会〕

■ベーシックセミナー 19日(土) 11:00-12:00
拾い食い、食糞、やめさせられるの？ 鵜海 敦士（ぎふ動物行動クリニック）

感染症分科会

■ベーシックセミナー 19日(土) 16:30-17:30
医学に負けないための獣医療ネットワークの構築 水谷 哲也（東京農工大学）

画像診断分科会

■ステップアップセミナー 19日(土) 13:45-14:45
脊髄・脊椎のCT ・MRI 双方の利点・欠点 坂大 智洋（新潟動物画像診断センター）

動物のいたみ研究会

小動物臨床栄養学研究会

■シンポジウム 20日(日) 9:00-11:15  
腸内細菌叢と消化器疾患の関係

1. 抗菌薬とプロバイオティクス 五十嵐寛高（麻布大学）
2. 糞便移植療法 大森啓太郎（東京農工大学）

■スタッフセミナー 19日(土) 16:30-17:30 
国家資格に臨む前に確認しておきたい臨床栄養学 北中 卓（VCA Japan）

■ランチョンセミナー 19日(土) 12:15-13:15
うんちから考える栄養管理 五十嵐寛高（麻布大学）

動物病院スタッフ分科会

■セミナー
爬虫類の飼育環境が及ぼす疾病と応用 19日(土) 13:45-14:45

宇根 有美（岡山理科大学）

国会資格化された動物病院スタッフのホスピタリティについて 19日(土) 17:45-18:45
長澤さおり（ホスピタリティ＆マナー・ラボ）

さぁ!! 動物病院で働こう!! 20日(日) 10:15-11:15
大石 太郎（One VET やさか動物病院）

■小動物臨床栄養学研究会 19日(土) 16:30-17:30
国家資格に臨む前に確認しておきたい臨床栄養学 北中 卓（VCA Japan）

■動物のいたみ研究会 20日(日) 14:15-15:15
周術期の麻酔薬・鎮痛薬をおさらいする 手島 健次（日本大学）

■一般社団法人日本動物看護職協会セミナー〔共催〕

■その他セミナー
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■シンポジウム 20日(日) 13:00-15:15  
がんに関する治療を再考する

1. 腫瘍内科系の最新の話題と緩和ケア 瀬戸口明日香（JASMINEどうぶつ総合医療センター）

2. 腫瘍外科に関する最新の話題 廉澤 剛（(公財)日本小動物医療センター）

3. ガン性疼痛の発生と制御 西村 亮平（東京大学）

■スタッフセミナー 20日(日) 14:15-15:15  
周術期の麻酔薬・鎮痛薬をおさらいする 手島 健次（日本大学）

■ランチョンセミナー 20日(日) 11:45-12:45
臨床現場では動物のいたみに対する認識が変わったか？
～獣医師に対する調査結果とQOLを上げるための最新製品情報～ 枝村 一弥（日本大学）



ランチョンセミナー（企業主催セミナー）

1-1. 第1会場(1004)

“猫のストレス”ケアしてますか？ －猫に快適な病院で来院数アップ－ 浅野目やよい（セバ・ジャパン㈱）

協賛：セバ・ジャパン㈱ 定員：70名

19日(土) 12:15-13:15

1-2. 第2会場(1005)

うんちから考える栄養管理 五十嵐寛高（麻布大学）

協賛：小動物臨床栄養学研究会 定員：70名

1-3. 第3会場(1006)

第1講:YouTubeを使った動物医療を知ってもらうためのプロモーション活用法 森田 優基（㈱アデッソ）
第2講:自然免疫LPSの発明・発毛特許のアロペシアXへの効果 大川 博（㈱スケアクロウ）
第3講:抗生物質の副作用を回避するLPSの効果 稲川 裕之（自然免疫制御技術研究

組合／新潟薬科大学）

協賛：㈱スケアクロウ 定員：70名

1-4. 第4会場(1007)

臨床徴候から考えられる口腔・歯科疾患 藤田 桂一（フジタ動物病院）

協賛：ライオン商事㈱ 定員：70名

1-5. 第6会場(1009)

「Ｘ線撮影の基本」～そのポジショニングでいいんですか?～ 新坊 弦也（北海道大学）

協賛：キヤノンメドテックサプライ㈱ 定員：150名

2-1. 第1会場(1004)

犬の分離不安 ～どう診断・治療しますか？～ 近藤 悦子（獣医行動診療科認定医／
神戸いぬ・ねこ問題行動診療）

協賛：㈱ミネルヴァコーポレーション 定員：70名

20日(日) 11:45-12:45

2-2. 第2会場(1005)

猫の消化メカニズムの新事実！ ～臨床獣医師のギモンを解決します～ 鳥巣 至道（酪農学園大学）

協賛：ペットライン㈱ 定員：70名

2-3. 第3会場(1006)

ご家族に提案しないなんてめっちゃもったいない！ 横井 愼一（VCA Japan 泉南動物病院）
～犬アトピー性皮膚炎における減感作療法の上手な使い方～

協賛：日本全薬工業㈱ 定員：70名

2-5. 第5会場(1008)

アルファキサロンUp to Date 田村 純（北海道大学）

協賛：明治アニマルヘルス㈱ 定員：70名

2-4. 第4会場(1007)

臨床現場では動物のいたみに対する認識が変わったか？ 枝村 一弥（日本大学）
～獣医師に対する調査結果とQOLを上げるための最新製品情報～

協賛：動物のいたみ研究会 定員：70名
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■事前登録時にご希望のセミナーをお申し込み下さい。先着順のため、ご希望に添えない場合もございます。
・ウエブサイトから事前登録をされる場合は、登録時に併せてお申し込み下さい。
・既にウエブサイトから事前登録されている場合は、再度ウエブサイトからお申し込み下さい。
・お申し込み受付は獣医師を優先させて頂きますことご了承下さい。
・企業関係者のお申し込みはお断りさせて頂きます。



特別セミナー（企業主催セミナー）

1. 19日(土) 13:45-14:45 第1会場(1004)

心エコー図検査の標準化を目指す 鈴木 亮平（日本獣医生命科学大学）

協賛：富士フイルムヘルスケア㈱

2. 19日(土) 13:45-14:45 第3会場(1006)

運動器疾患の慢性疼痛管理：新規抗NGF抗体薬の可能性 西村 亮平（東京大学）

協賛：ゾエティス・ジャパン㈱

3. 20日(日) 14:15-15:15 第2会場(1005)

僧帽弁閉鎖不全症の診断と治療 ～2020年以降の動向～ 堀 泰智（大塚駅前どうぶつ病院
心臓メディカルクリニック）

協賛：住友ファーマアニマルヘルス㈱

4. 20日(日) 14:15-15:15 第4会場(1007)

ペットの皮膚科のややこしい症例 ～一緒に考えてみましょう～ 岩崎 利郎（ペットの皮膚科，
東京農工大学名誉教授）

協賛：大扇産業㈱

5. 20日(日) 15:45-16:45 第2会場(1005)

タイトル未定 佐野 忠士（酪農学園大学）

協賛：ニプロ㈱
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一般口演 （順不同）＊タイトルは変更となる場合があります。

・エリスリトールによる犬の歯周病予防効果 清水 万夢（岐阜大学）

・猫における催吐剤についての考察 小宮山典寛（三鷹獣医科グループ）

・猫の樹状潰瘍眼からの猫ヘルペスウイルスⅠ型弱毒F2様株の分離 須賀 康晴（すが犬猫病院）

・犬鼻腔内腫瘍オルガノイド培養法の確立とその有用性の検討 山本 晴（東京農工大学）

・オルガノイドを利用した犬原発性肺腫瘍に対する新規治療薬の開発 佐藤よもぎ（東京農工大学）

・古代海洋生物由来の腐植性土壌「シアルマリン」の抗腫瘍効果：基礎および臨床研究 富川 武記（九州大学）

・犬の催吐処置におけるトラネキサム酸とアポモルヒネの有用性の比較検討 谷 章禎（TRVA動物医療センター）

・猫の催吐処置におけるメデトミジンとデクスメデトミジンの有用性の比較検討 喜多川麻美（TRVA動物医療センター）

・誤食を主訴に来院した犬の傾向 北村 優（苅谷動物病院グループ市川総合病院）

・犬の目やにや涙焼けや皮膚と歯周病と耳ビデオオトスコープ治療の関係性 渡辺 理恵（りえ先生のペットの未来クリニック）

・飼い主さんにも協力していただき、犬に動物病院を怖がらせないようにする7つの 渡辺 理恵（りえ先生のペットの未来クリニック）

ドリル

・過去３年間にNOSAI宮崎で治療した牛の骨折59例 萩尾 光美（海辺の動物病院はぎお)

6. 20日(日) 15:45-16:45 第4会場(1007)

病態から考える－犬の認知症の治療と管理－ 入交 眞巳（東京農工大学，
どうぶつの総合病院）

協賛：㈱ワールドエクイップス



神 経

・視神経由来線維型髄膜種の猫の1例 三宅 宏幸（倉敷動物医療センター,

アイビー動物クリニック）

・類皮嚢胞によって後肢の運動失調が認められた猫の1例 柿本 陸（大阪公立大学）

・脊椎に線維腫が疑われた犬の1例 松浦 晴妃（大阪公立大学）

・ゾニサミドによる急性肝障害が疑われた犬の1例 岸田 康平（山陽動物医療センター）

・椎弓根スクリュー・ロッドを併用し固定した胸椎奇形性脊椎症の犬3例 王寺 隆（ネオベッツVRセンター）

・外側型椎間板ヘルニアの猫の1例 鬼頭 梨永（日本動物高度医療センター）

・保存療法で良好な経過が得られている軸椎奇形に伴う頸部脊髄症が認められた猫の 小路 祐樹（山陽動物医療センター）

1例

・椎間板脱出および硬膜外血腫により排尿障害を呈した猫の1例 岩永 優斗（舞鶴動物医療センター）

呼吸器・耳科

・猫の声門下および上部気管狭窄に対し自己拡張型金属ステント留置にて長期 城下 幸仁（犬・猫の呼吸器科）

管理した１例

・横隔膜ヘルニア整復術後に持続性気胸を呈し血液パッチ癒着術にて改善が認められ 福島 健太（倉敷動物医療センター,

た猫の1例 アイビー動物クリニック）

・治療に苦慮した膿胸の猫の1例 小笠原淳子（(公財)動物臨床医学研究所）

循環器

・肝静脈・後大静脈・肺動脈内の血栓および腹水貯留を認めた動脈管開存症の４カ月 齋藤 江蓮（海辺の動物病院はぎお)

齢の柴犬

・冠静脈洞左房交通症の診断に対して心電図同期CT検査が有用であった犬の1例 岡本 梨沙（東京農工大学）

・僧帽弁粘液腫様変性犬における心サイズの指標化に関する検証 才田 祐人（矢田獣医科病院）

・持続性心房静止を呈した猫の１例 岸田 康平（山陽動物医療センター）

・試験的な開胸にて診断を確定した猫の血管輪異常の1例 星 克一郎（見附動物病院）

・心不全治療により顕著な心機能の改善と心サイズの縮小を認めた三尖弁異形成の猫 今田 舞（日本動物高度医療センター）

の1例

腎泌尿器

・ユリ中毒の猫の3例 水谷雄一郎（(公財)動物臨床医学研究所）

・偽膜性膀胱炎が疑われた猫の1例 平尾礼示郎（山陽動物医療センター）

生殖器・繁殖
・片側腎欠損を伴った分節状子宮無形成の猫の1例 藤井 千紘（ハート動物クリニック犬猫医療センター）

消化器
・脱分化脂肪細胞を投与した肝硬変の犬の1例 塩澤 仁（日本大学）

・先天性門脈体循環シャント整復術を行った約10年後に尿酸アンモニウム結石による 二村 侑希（倉敷マスカット通り動物病院）

尿管閉塞を発症した犬の1例

・門脈造影検査にて肝内門脈閉鎖を認め術中に肝内門脈疎通処置を行った犬の先天性 二村 侑希（倉敷マスカット通り動物病院）

門脈体循環シャントの 外科的治験例

・左胃静脈奇静脈シャント整復後に食道裂孔ヘルニアを起こした犬の2例 二村美沙紀（倉敷マスカット通り動物病院）

・催吐処置後に食道裂孔ヘルニアを生じた犬の1例 三宅 宗知（奈良動物医療センター）

・直腸断裂の猫の1例 小笠原淳子（(公財)動物臨床医学研究所）

・大腸捻転を呈した犬の1例 朝倉さき奈（南が丘動物病院）

・重度の出血性貧血を呈した猫消化管好酸球性硬化性線維増殖症の1例 川北 智子（山陽動物医療センター）

・犬の催吐処置におけるアポモルヒネ投与経路の検討：425例 長尾 梨花（札幌夜間動物病院）

・肝外胆管より発生した犬の胎児型横紋筋肉腫の1例 赤松 大（日本動物高度医療センター）

歯 科

・ビスフォスフォネート製剤投与中の抜歯を契機に薬物関連顎骨壊死を呈した猫の1例 佐藤 愛美（三鷹獣医科グループ）

・犬の歯周病治療介入における血液検査学的改善パターンに関する回顧的調査 田村 和也（たむら動物クリニック）

・多用途型歯垢・歯石検査用ライトの開発と使用感調査 網本 昭輝（アミカペットクリニック）

・犬の頭蓋骨における裂肉歯の歯根と大血管の位置関係の調査 網本 昭輝（アミカペットクリニック）

・犬の含歯性嚢胞を認めた26症例における臨床疫学的特徴 山本 瑛之（フジタ動物病院）

・猫における下顎骨骨折整復症例 在塚 直哉（フジタ動物病院）

・犬の歯周病の進行に伴う上顎前歯部の歯科X線画像における犬歯口蓋側の画像所見の 小川 祐生（アミカペットクリニック）

変化

症例検討 （順不同）＊タイトルは変更となる場合があります。
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眼 科

・両眼に発生した角膜内皮ジストロフィーに対してGunderson Conjunctival Flapと 佐藤 秀樹（トピア動物病院

Letter Box Keratoleptynsisを実施したボストンテリアの犬の1例 東三河どうぶつ眼科診療室）

皮 膚

・若齢犬の皮膚に認められた扁平上皮乳頭腫の1例 杉山 直也（兵庫ペット医療センター東灘病院）

・シクロスポリンの製剤間で効果に違いが認められた犬のアトピー性皮膚炎 中村有加里（岡山理科大学）

内分泌

・猫の甲状腺機能亢進症における摘出甲状腺100余個から判断する傾向と評価 菅野 信二（南が丘動物病院）

血液・免疫

・ロミプロスチムを用いた難治性免疫介在性血小板減少症の犬の１例 酒井 秀夫（諫早ペットクリニック）

・リウマチ性心臓弁膜症を呈して斃死した免疫介在性関節炎の犬の1例 田口 正行（田口動物病院）

・猫の骨髄腫関連疾患の3例 諏訪 晃久（すわ動物病院）

・重度の非再生性貧血を伴う骨髄線維症の犬の１例 大塚 真子（山陽動物医療センター）

・診断に苦慮した肝脾リンパ腫の犬の1例 小田 愛（山陽動物医療センター）

・クロピドグレルとリバーロキサバンの併用療法を実施した大動脈血栓塞栓症の猫の 笠原 幸一（日本動物高度医療センター）

１例

腫 瘍

・DMACが奏功した消化器型リンパ腫の犬の1例 相馬 克実（なかもず動物病院）

・腹腔鏡補助下脾臓摘出後、サージカルグローブポート法を用いて腹腔鏡下副腎摘出 三宅 宏幸（倉敷動物医療センター,

を行った犬の1例 アイビー動物クリニック）

・腹腔鏡にて転移を疑う内側腸骨リンパ節を切除した犬の2例 呉竹 涼平（Pet Clinic アニホス）

・犬の口腔内メラノーマに対する新しい免疫細胞療法の6例 村田 裕史（京都中央動物病院）

・血液の過粘稠を示した犬の多発性骨髄腫の1例 谷川 龍翔（まつかわ動物病院）

・原発性心臓血管肉腫が疑われた犬に対してドキソルビシンを投与した1例 牧尾 真吾（ペテモ動物病院 ララガーデン春日部）

・嚢胞状構造を呈した腎細胞癌の犬の1例 飯塚 玲子（(公財)動物臨床医学研究所）

・既存治療に耐性化後ソラフェニブを使用した肛門嚢腺癌の犬の１例 合田 直樹（セントラルシティ動物病院）

・肝脾T細胞リンパ腫との鑑別に苦慮した脾臓原発T細胞リンパ腫の猫の1例 神田 拓野（山陽動物医療センター）

・副腎褐色細胞腫の1例と同腫瘍の術前診断に関する考察 岡野久美子（日本動物高度医療センター）

・片側性T細胞性LGL腎臓リンパ腫に対して外科切除を実施した犬の1例 大下 航（山陽動物医療センター）

・CHOP療法で長期寛解が得られた著しい高蛋白血症を伴うリンパ形質細胞性リンパ 中道 潤（日本動物高度医療センター）

腫の犬の1例

エキゾチックペット
・鳥ボルナウイルス感染が判明していたコガネメキシンコインコの一剖検例 玉川 末依（いなば動物病院）

・飼育ハムスターの拡張型心筋症に関する検討 安部 貴之（札幌夜間動物病院）

・左腎尾側に副腎皮質腺癌が認められたフェレットの1例 飯塚 玲子（(公財)動物臨床医学研究所）

・飼育下ウサギにおける歯周病の発生と不正咬合との関連 鐘ヶ江晋也（アミカペットクリニック）

行動学

・トラゾドンにより咳が認められ、行動修正法およびクロミプラミンにより改善した 小田寿美子（きたのさと動物病院）

ポメラニアンの恐怖症

・雷恐怖症の犬に対するペクシオン錠の効果 野村真優子（もみの木動物病院）

・若齢から異嗜を繰り返した猫 長谷 生子（はせ犬と猫の病院）

・若齢で診察に対する恐怖と診断した犬1例における治療後の長期的予後 大石麻里子（井本動物病院）

・ネコの不適切な排泄の1例 小田 健郎（札幌動物行動クリニック）

感染症

・多頭飼育下の子猫のコクシジウムの駆虫 水谷雄一郎（(公財)動物臨床医学研究所）

・GS-441524耐性を疑ったFIPにモルヌピラビルが奏功した１例 神吉 剛（かみよし動物病院）
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ポスターセッション （順不同）＊タイトルは変更となる場合があります。

・犬の尿路結石に対するウラジロガシ（ウラジロン）の効果 大川 博（㈱スケアクロウ）

・犬鼻腔内腫瘍オルガノイド培養法の確立とその有用性の検討 山本 晴（東京農工大学）

・犬用デンタルジェルが口腔内環境に与える影響 中澤 翔揮（東京農工大学）

・液体状漢方製剤｢補全-S｣の犬における薬理作用および安全性に関する研究 篠原 祐太（イスクラ産業㈱）

・猫トイレ用顆粒'尿中ヘモグロビンチェッカー'によるヘモグロビン検出の信頼性 中村有加里（岡山理科大学）

・犬用デンタルガム‘C.E.T.ベジデントフレッシュ’に対する犬の嗜好性と本製品による 深瀬 徹（岡山理科大学）

犬の口臭の軽減

・フィプロニルの滴下投与用液剤の服薬指導 －薬剤を正しく投与するために－ 宮部 真裕（岡山理科大学）

・エンゼルケア・グルーミングに関するアンケート調査 建部 祈星（倉敷芸術科学大学）

・BCSを用いた犬における標準体型の意識調査 沖本 知紘（広島アニマルケア専門学校）

スタッフ口頭発表 （順不同）＊タイトルは変更となる場合があります。

・椎間板ヘルニアの術後ケア～動物看護師の役割～ 伊藤 瑞紀（まさき動物病院）

・犬の術中管理における副交感神経活性モニターの臨床的有用性についての検討 台丸谷希美（酪農学園大学）

・生後１年以内の子犬に対するトレーニングの実態調査 伊藤かおる（北里大学）

・行動学クラス～診察時のリスクを減らそう！～ 北畠 朋（いなば動物病院）

・BCSを用いた犬における標準体型の意識調査 沖本 知紘（広島アニマルケア専門学校）

・動物飼育活動におけるインシデント・アクシデント事例解析 盛田 美帆（倉敷芸術科学大学）

・ペット看取り時の飼い主の希望に関する質的研究 新川 羽蘭（倉敷芸術科学大学）

・糞便移植（FMT)におけるドナー犬の選択 森有 芽香（倉敷芸術科学大学）

・オーラルケアのクライアントエデュケーションに関する検討 山本 未来（神戸ブレーメン動物専門学校）

＊基本資格を有し、過去7年以内に取得したポイントが50ポイント以上になったら、
受験資格審査申請書を提出。

基本資格とは
①小動物臨床経験を5年以上有する者
②申請時より過去5年間以上継続して本学会の会員であり、会費を完納している者
③申請時より過去5年以内に3回以上本学会へ参加している者

ステップⅠ

ポイント手帳購入
（2,000円）

ステップⅢ

受験資格審査*

ステップⅣ

認定医試験

ステップⅡ

ポイント取得

ステップⅤ

認定医登録申請

試験に合格したら
1年以内に登録

当財団ホームページに掲載の規定及び細則をご覧ください ▶https://dourinken.com/certified/

当財団では、2015年度（平成27年度）に獣医総合臨床認定医制度を設立ました。
今回の年次大会でもポイント取得のための開催内容を考慮し企画しております。
ポイント手帳をお持ちでない先生におかれましては、この機会に是非とも認定医取

得に向けてご検討下さいますようご案内申し上げます。

日 時：2022年11月20日(日) 14:15～16:30（予定）

会 場：年次大会会場内 12F（1201）

第4回「獣医総合臨床認定医試験」開催のご案内

「獣医総合臨床認定医」のご案内

「獣医総合臨床認定医」のご案内

目 的

獣医小動物臨床において一定の水準以上の総合的診断能力を備えた獣医師を認定することにより、
幅広い分野の臨床獣医を育成し、日本の臨床獣医学の発展・向上を図るとともに、人々がより高い水
準の獣医療の恩恵を受けられる社会の実現を図ることにより、社会福祉の向上に寄与すること。
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区 分 事前登録 当日登録 備 考

会 員（個人A、個人B、個人C、団体、特別）

団体会員は5名様まで登録可能
10,000円 15,000円

・プロシーディング（紙媒体(C会員以外)、
デジタル版(ActiBook)）付

個人A会員の家族及びそこに勤務する獣医師 12,000円 17,000円

非 会 員 25,000円 30,000円 ・プロシーディング（事前登録のみデジ
タル版(ActiBook)）付

学 生（獣医学部・動物看護学校）
社会人大学院生及び社会人研究生は含みません

3,000円 5,000円
・学生証のコピー必要
・学生会員にはプロシーディング（紙媒体、
デジタル版(ActiBook)）付

動物病院スタッフ 12,000円 13,000円 ・テキスト付

獣医総合臨床認定医ポイント手帳 1冊2,000円 ポイント取得対象者は会員に限ります。

＊19日（土）18:30～ 歓迎交流会開催予定

お問い合わせ先

動物臨床医学会年次大会事務局

（公益財団法人動物臨床医学研究所内）〒682-0025 鳥取県倉吉市八屋214-10

TEL:0858-26-0851 FAX:0858-26-2158 E-mail:nenjitaikai＠dourinken.com

交通のご案内

◇関西国際空港から
・JR「大阪駅」まで約55分。
・空港リムジンバスで「大阪駅」まで約60分。

◇大阪国際空港（伊丹）から
・空港リムジンバスで「大阪駅」まで約30分。

◇新幹線（新大阪駅）から
・JR在来線で「大阪駅」まで約5分。

◆会場へのアクセス
＜電車＞
・京阪電車中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」(2番
出口)すぐ

・JR大阪環状線「福島駅」から徒歩約15分
・JR東西線「新福島駅」(3番出口)から徒歩約10分
・阪神本線「福島駅」(3番出口)から徒歩約10分
・大阪メトロ「阿波座駅」(中央線1号出口・千日前線9号
出口)から徒歩約15分

＜バス＞
・JR「大阪駅」駅前バスターミナルから、大阪シティバス(53系統

船津橋行)または(55系統 鶴町四丁目行)で約15分、「堂島大橋」
バス停下車すぐ

・中之島ループバス「ふらら」で地下鉄・京阪「淀屋橋駅」(4番出
口・住友ビル前)から約15分

・無料シャトルバスが、JR「大阪駅」(桜橋口)とリーガロイヤル
ホテル間を運行しています。

参加登録料

●事前参加登録締切りは11月1日(火)厳守でお願い致します。

・事前登録はウェブサイト（クレジットカード決済のみ）又は・同封の郵便振込でも受け付けています（必要事

項をご記入の上、お振込み下さい）。

詳しくは、▶https://va.apollon.nta.co.jp/dorinken22/ 又は、▶https://dourinken.com/taikai/guide/ を

ご覧下さい。

・ランチョンセミナー参加希望の場合は、事前登録に併せてお申し込み下さい。（先着順）

・発表者も登録をお願いします。（但し、依頼講演講師は参加登録料免除）

・展示場のみの入場希望の場合も参加登録が必要です。

・事前参加登録をされた場合、登録料金の返金は致しかねます。

・会員入会ご希望の方は、こちらからお申し込み下さい。

▶https://dourinken.com/member/m-guide/
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